
県民活動体験レポート（国際貢献の窓）

「創り出す平和」の実現に向けて

「国際貢献のための人材育成講座2007」講座３
〔実施概要〕
日時：2007（平成19）年 7月21日（土）13：30 ～ 15：00
場所：広島経済大学 興動館
参加：29名
講師：中田豊一氏（ (特活)市民活動センター神戸理事長）

〔テーマ〕
Ⅰ ゼロからはじめよう！ 国際貢献！

国際貢献の基本理念、100人の村を通して知る世界情勢、身近にで
きる国際貢献の事例などの講義を通じて、国際貢献に関する興味を
高める
「意味のある国際貢献を目指して」

〔内容〕
国際協力の関係者にとって、村の人の現実は「すりガラス」の向こ

うにあると感覚に陥ったことはないだろうか。つまり支援者である自
分の理解と違うことが現地の向こう側で起こっているという違和感で
ある。その感覚を解明できたのは、定期的に調査をしているバングラ
ディシュの人たちとソムニードの和田さんとの出会いがきっかけであ
った。

途上国で支援される側にある人たちは、知らず知らずのうちに支援する側の視点に合わせて応えてくれ
る傾向が強い。それは、話を合わせることによって利益を得ようとしているだけではなく、外の人である
私たちに気を使ったり、お客に恥をかかせたくないと思って対応してくれる場合が多い。この両者の視点
のズレがこそが「すりガラス」の正体であった。
支援する側は、この構造に立たされていることを常に確認しなくてはならないし、村人の普通の生活を

知る努力やそのことを突き詰めるための対話を続けていかなくてはならない。

〔講師プロフィール〕
1956年生まれ、愛媛県出身。82 年東京大学卒業後、86 ～89 年シャプラニール＝市民による海外協力の
会ダッカ駐在員、89～93 年同会東京事務局スタッフを歴任。 95年1月17日阪神淡路大震災に遭い、阪神大
震災地元NGO救援連絡会議事務局長代行として救援活動に従事した後、95～98 年3月まで(社) セーブ・ザ
・チルドレン・ジャパン【SCJ】事務局長を勤める。現在は現職の傍ら、関西を基盤にシンクタンクNGO、
参加型開発研究所代表、および民設民営のサポートセンターなど内外の市民活動をネットワークしている。

〔受講者感想〕
私はこの講座に参加して、国際協力は相手を理解することからはじまるのだと思いました。一方的に支

援をしているという上からの目線では、現地の様子が本当の意味で分からないことを知りました。今まで
感じなかった新しい視点から世界を見ることができるようになりました。

【 GlobalBridge 代表：山﨑唯美】
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